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建設環境委員会会議録 

 

平成２６年９月１６日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時４７分閉議（実時間 ８９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第８８号・平成２６年度八代市一般会

計補正予算・第５号（関係分） 

１．議案第７２号・平成２６年度八代市一般会

計補正予算・第４号（関係分） 

１．議案第７５号・専決処分の報告及びその承

認について 

１．議案第７８号・市道路線の廃止について 

１．議案第７９号・市道路線の認定について 

１．議案第８０号・契約の変更について 

１．議案第８２号・八代市市営住宅設置管理条

例の一部改正について 

１．陳情第５号・環境センター施設整備事業に

伴う管工事業への配慮方について 

１．所管事務調査 

 ・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

 ・生活環境に関する諸問題の調査 

  （八代市環境基本計画中間見直しについ

て） 

  （ごみ非常事態宣言後の状況について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長    太 田 広 則 君 

委  員    大 倉 裕 一 君 

委  員    庄 野 末 藏 君 

委  員    古 嶋 津 義 君 

委  員    前 川 祥 子 君 

委  員    山 本 幸 廣 君 

委  員    幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

              君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

環境部長       本 村 秀 一 君 

 環境部次長     釜   道 治 君 

 環境センター建設課主任 田 島 雄一郎 君 

 環境課長      宮 田   径 君 

 ごみ対策課長    小 橋 孝 男 君 

建設部長       市 村 満 彦 君 

 
  建設部総括審議員 
           中 山 義 晴 君 
  兼次長 
 
 建築住宅課長    今 村 一 成 君 

 建築住宅課長補佐  尾 﨑 行 雄 君 

 土木管理課長    鶴 山 信 一 君 

 下水道建設課長   楠 本 研 二 君 

                              

○記録担当書記    松 本 和 美 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） 皆さんおはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、定刻となり定足数に達しましたの

で、ただいまから建設環境委員会を開会いたし

ます。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第８８号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第５号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 最初に予算議案の

審査に入ります。 

 それでは、議案第８８号・平成２６年度八代
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市一般会計補正予算・第５号中、当委員会関係

分を議題とし、説明を求めます。 

○環境部長（本村秀一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 本村環境部長。 

○環境部長（本村秀一君） はい。おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 今回追加提案されました議案第８８号・平成

２６年度八代市一般会計補正予算・第５号中、

当委員会所管部分についてでございますが、今

回環境センター建設に伴う市港町の県有地の取

得につきまして、熊本県において財産処分の議

案が９月県議会に提案されましたことから、用

地取得に係る費用などを補正するものでござい

ます。 

 内容につきましては、釜次長より説明をいた

しますので、御審議方よろしくお願いいたしま

す。 

○環境部次長（釜 道治君） はい、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） 釜次長。 

○環境部次長（釜 道治君） おはようござい

ます。（｢おはようございます｣と呼ぶ者あり）

どうぞよろしくお願いをいたします。座って説

明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○環境部次長（釜 道治君） それでは、環境

部がお願いをいたしております補正予算の内容

について説明をさせていただきます。 

 説明に当たりましては、補正予算書第５号及

び環境センター建設課が作成しております配付

資料、お手元にいっておりますでしょうか。

（｢はい｣と呼ぶ者あり）この２つを使いまして

説明をさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 それでは、まず予算書の１０ページをお願い

をいたします。 

 歳出の３つ目の表になりますが、款の４・衛

生費、項２・生活環境費、目３・廃棄物対策費

に、補正額欄に記載のとおり、２億６９４万２

０００円を計上いたしております。その内訳

は、節１５・工事請負費９４万２０００円、節

１７・公有財産購入費２億６００万円でござい

ます。財源内訳の特定財源として、合併特例債

を１億９５７０万円充当いたしております。 

 まず、今回追加提案となりました理由につい

て、私のほうからも御説明をさせていただきま

す。 

 去る８月１９日開催いただきました本建設環

境委員会におきまして、環境センター建設事業

の今後のスケジュールについて説明をさせてい

ただきました。その際、環境センターの建設予

定地は、国・県の所有地でございますが、まず

県有地について、県の財産処分の今後の手続に

合わせ、本市におきましても、当該用地の取得

経費に係る所要の予算措置を提案させていただ

く旨、お願いをさせていただいたところでござ

います。幸い、部長からも説明がございました

が、県の９月定例議会におきまして、県有地の

本市への譲渡について、財産処分の議案が提案

されましたことから、今回、補正予算の追加提

案をお願いするものであります。 

 それでは、補正予算の内容に移ります。 

 環境センター建設課が配付をいたしておりま

す資料をごらんいただけますでしょうか。この

資料でございます。 

 表紙開けていただきますと、１ページは、位

置図でございます。 

 ２ページに、今回用地取得費をお願いいたし

ております県有地の場所を示した航空写真を添

付いたしております。よろしいでしょうか、こ

の資料でございます。（｢どうぞ、どうぞ｣と呼

ぶ者あり） 

 次の３ページが、補正予算の内容にかかわる

資料でございます。先に、公有財産購入費２億

６００万円について説明をさせていただきま

す。 



 

－3－

 ３ページを見ていただきたいと思いますが、

購入面積は、資料中には県有地エリアで記載し

ておりますが、２万５５４６.８１平方メート

ルございます。１平方メートル当たり８０８０

円をベースとして積算をいたした補正予算のお

願いでございます。 

 １平方メートル当たりの単価につきまして

は、近隣の取引事例でありますとか、地価公示

価格等をもとに鑑定評価を行い、また、県の方

針もお聞きした上で、積算基礎として採用させ

ていただいておるところでございます。 

 次に、工事請負費９４万２０００円でありま

すが、これは、用地取得後の維持管理、特に不

法投棄の防止を目的として設置する立入防止柵

の設置工事に要する経費であります。 

 用地取得後に、資料にあります県有地の上手

になりますが、北側約３２０メートルと、用地

右手東側、八代漁協増殖センターという表記が

ございますが、そちら東側約８０メーター、合

計４００メートルに、資料左下に標準断面図を

記載しておりますが、木製のくいを２メートル

間隔で打ち込み、トラロープで囲いをする立入

防止柵工事を行うものでございます。 

 なお、国有地に面しましては、立入防止柵が

既に設置されておりますことから、今回新たに

立入防止柵を設置することにより、環境センタ

ー建設予定地への許可なしでの一般車両の進入

ができなくなります。よって不法投棄等の防止

に効果が期待できるというふうに考えておると

ころでございます。 

 最後に、資料の４ページ、スケジュール一覧

をごらんいただきたいと思います。 

 上から２段目の欄を使いまして、今回の補正

予算以降の県有地取得までの流れについて説明

をいたします。 

 補正予算を可決いただきましたならば、平成

２６年度の欄の１０月以降を見ていただきたい

んですが、１０月以降に水色の網掛けで記載し

ておりますとおり、まず、県と市におきまして

県有財産の売買仮契約書を締結し、１２月定例

市議会に財産取得に係る議案審査をお願いする

運びとなります。その後土地代の支払い、そし

て、年度内の所有権移転登記ということで進ん

でまいります。 

 最後になりますが、今回の補正予算は、先ほ

ど説明した理由から追加提案という形となりま

して、大変恐縮いたしておるところでございま

す。しかしながら、環境センター建設に向けた

大きな節目の予算となるものでございます。委

員の皆様には、引き続きの御理解と御支援をお

願いいたしまして、補正予算の説明とさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ございませんか。ございませんか。古嶋

委員。 

○委員（古嶋津義君） 次長、もう一度、１平

米当たりの単価ば、ちょっと聞きたいんだが。 

○委員長（成松由紀夫君） 釜次長。 

○環境部次長（釜 道治君） はい。１平米当

たり８０８０円で積算をいたしております。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、ほかにござ

いませんか。 

○委員（山本幸廣君） ちょっとよろしいです

か。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 今説明を聞きながら、

今回の用地の取得について、お勧めしてしかり

という言葉がありますけども、私の感覚の中で

は、なぜこの取得が、今のような現状になった

のかということですよね。この図面を見てもで

すね、埋め立ては、今の、今回国有地と県有地

の埋め立てはいつごろから始めたんですか。ち

ょっと説明してください。 
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○委員長（成松由紀夫君） はい、田島主任。 

○環境センター建設課主任（田島雄一郎君） 

はい。議員御質問のいつからの埋め立てかとい

うことに関しましては、県有地につきまして

は、昭和５５年ごろからの埋め立てが始まった

ということで聞いております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） なぜ聞いたかといいま

すと、私たちが、私は平成３年にこの八代市議

会に初当選をしてきて以来、県の説明の中で

は、これは担当部の中で、私が頭の中に、その

前頭葉で記憶した経緯があるんですけど、４５

ヘクタールは八代市に何かの中で譲渡したい

と、あとの、正式には９０ぐらいだと思います

ですけどですね、この面積的には。半分につい

てはということで、以前、木村前市長から、元

市長さんからずっと歴代の市長さんの中で、こ

れはもう、八代市に半分は上げるんだと、譲渡

するんだという、そういうお話はずっと聞いて

まいりました。そういう中で、この埋立地の跡

地利用をどうするのかということでも、大変た

くさんの職員を初め議論をしてきた経緯があり

ます。そういう中で、今回については、環境セ

ンターという位置づけをしながらですね、今進

んでおるわけでありますけども、スケジュール

を見てもですね、９月定例会で、この取得の問

題云々ということで、補正で決まったというこ

とで、なぜ補正で決まったのかという、そこま

でのいきさつをですね、ちょっと聞かせてくだ

さい。 

○環境部次長（釜 道治君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 釜次長。 

○環境部次長（釜 道治君） はい。まず、一

番最初委員から、用地取得の時期、タイミング

が遅かったんじゃなかろうかという最初の御質

問をいただいた、御指摘をいただいたというと

ころでございます。 

 これは、もう委員さん、皆様御存じのとおり

でございますが、きょうに至るまで、まず、環

境アセス、３年アセス等をしっかりやるように

でありますとか、いろんな段階を踏んで、今回

に至っておるというようなことでございまし

て、御指摘のように、少しでも早く取得ができ

ておれば、なおよかったということは間違いご

ざいませんが、本日の、今回の追加提案に至っ

たというところで、この点については、ぜひ御

理解をいただきたいというふうに思います。 

 それと、まさに９月議会の追加になりました

ということにつきましては、これまで国・県

と、この環境センター予定地の取得につきまし

て、重ねての協議をしてくる中で、今に至って

おりまして、今回９月議会に県議会のほうに財

産処分の議案を出していただいたということか

ら、それが県議会の開会が９月１１日でござい

ましたので、当初提案に間に合わなかったとい

うところから追加でさせていただいたちゅう経

緯もございます。 

 いずれにしましても、今後のスケジュール、

最終的には環境センターの供用開始に向けた目

標がございますので、それまでいろんな取り組

みについては、一生懸命確実にこなせるように

努力をいたしてまいりたいというふうに思って

おります。 

 大きな視点からの委員の御質問のお答えには

なっていないかと思いますが、今現在、そうい

う形で環境センターの建設に向けて一生懸命や

っておるということでお答えとさせていただき

たいと思います。 

○委員（山本幸廣君） はい、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 釜次長、理解をしてる

のは間違いなく理解をしております。今度の補

正についても賛同する１人でありますからです

ね、その中での、やっぱ、質疑や議論をしなが
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らですね、意見を述べながら、この問題を解決

していく方法の中でですね、もう一つは、皆さ

ん方、もう御存じのように、先ほど来説明があ

りました、１平米当たり８０８０円ですね。路

線と、それから、県の問題等々説明あったわけ

ですけども、私は、今ふと立ちどまって考えた

中でですね、もうほとんど部長の方々、課長の

方々は御存じのように、内水面の大築島の問

題、それから、工業用水の天草への転用の問題

等々で、当時の知事、そしてまた、当時の経済

部長との取引、覚書等々がありました。これに

ついてはですね、この覚書については、たくさ

んの方々が一般質問し、議論をしたんです。県

としては、県南振興八代には多大な努力をする

ということで覚書にも書いてあるんですね。そ

の中で、今回の二億何千万の補正を組んで取得

をしますけども、そこらあたりについての交渉

の段階で、普通の交渉は、これは当たり前の交

渉で、この当たり前の単価なんですね。県はも

う少し優遇、特例優遇措置をしてやらなかった

のか、ここら辺についての意見はどうですか。

私から言えば、ただでもらえばよかったった

い。 

○環境部次長（釜 道治君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 釜次長。 

○環境部次長（釜 道治君） 今回特別な意味

での、例えば、用地取得単価の低廉にお願いす

るとか、そういう形のお願いはいたしておりま

せん。県におかれましても、財産処分に当たっ

ては、一定の手続がございますので、その中

で、私どもとしては、非常に協力をしていただ

いておる、最近いろんな意味で、県のほうも御

支援いただいておるという認識でございます。 

 そういう意味で、今回積算基礎といたしてお

ります８０８０円については、近隣の、例え

ば、今、外港の企業誘致をしてある募集単価、

ホームページあたりで見ますと、１平米当たり

１万３００円でございましたか、そういう単価

もございます中で、今回８０００円前半の単価

になっておるというふうなことで、単価的に

は、委員のおっしゃったような形での、ただと

か、大幅な減額にはなっておりませんが、一応

鑑定評価等をベースとして御検討いただいてお

ると思っておりますので、今回市としても、こ

の単価を積算基礎とさせていただいておるとい

うところでございます。 

○委員（山本幸廣君） 委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） それは、釜次長、もう

普通の説明、答弁の中でですね、私が言うの

は、そういう過去の事例があって、県はそれだ

けのことをしますよという覚書があるんです

よ。だからこそ、これについては特例的な要

請、要望というのはしたのかと。してないとい

う、今説明ですよね。その中でも、これだけ

の、やっぱ、１平米当たり８０８０円という、

路線も含めてから、その地域の中での、県の有

地の中でですよ、県有地の中での処分の売買に

ついてもですね、その単価、いかに抑えたとい

う、それが、私は努力を認めますよ。その努力

の上にまさる努力というのがあるんですよね。

それは、やっぱ、過去そういうのを振り返りな

がら、現実を思うという言葉があるように、私

は大事にして、じゃあ、過去を忘れて現実のま

まじゃいけないんです。過去があって現実があ

るわけですから、そういうのはきちっとした、

縦横の中でですね、行政というのが、しっかり

総合的な見地の中で、こういう用地の取得な

り、特に国有地も県有地も一緒ですよ。そのま

んじゅ角を用地買収したときもですね、物すご

く、地元の国会議員を含めてですね、お願いを

した経緯がありますけども、そういう中で努力

をされたと認める中でもですね、私からの意見

としては、総合的な努力、要請というのが必要

じゃなかったのかということで指摘をして終わ

ります。 
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 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。ほかにござ

いませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第８８号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第５号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 小会します。（｢ありがとうございました」

と呼ぶ者あり） 

（午前１０時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２２分 本会） 

◎議案第７２号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第４号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第７２号・平成２６年度八代市一

般会計補正予算・第４号中、当委員会関係分を

議題とし、説明を求めます。 

○建設部長（市村満彦君） はい、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） 市村建設部長。 

○建設部長（市村満彦君） はい。おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 建設部長の市村でございます。 

 本委員会に付託されました議案第７２号・平

成２６年度八代市一般会計補正予算・第４号

中、当建設部所管分につきまして、中山総括審

議員兼次長並びに関係課長より説明させます。

よろしくお願いいたします。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） は

い、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、中山建設部

総括審議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり） 

 建築部総括審議員兼次長の中山でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） そ

れでは、お手元の補正予算書の３ページをお開

きください。第１表、歳入歳出予算補正、歳出

でございます。 

 款７・土木費では、補正前の額５６億４０６

６万８０００円に８３６万６０００円を増額補

正し、５６億４９０３万４０００円といたして

おります。 

 内訳といたしまして、項１・土木管理費で、

補正前の額２億１５７６万７０００円に８３６

万６０００円を増額補正し、補正後の予算を２

億２４１３万３０００円とするものでございま

す。 

 次に、款１０・災害復旧費、項２・公共土木

施設災害復旧費では、補正前の額１３２５万１

０００円に２９００万円を増額補正し、４２２

５万１０００円といたしております。 

 今回の補正の理由といたしましては、土木管

理費については、平成２８年度からの運用開始

を想定しております空き家バンクの設置に向け

た空き家の調査及びシステム導入を、熊本県が

行います地域づくり夢チャレンジ推進補助金を

活用し、前倒しして行うための増額補正をお願

いするものでございます。 

 また、災害復旧費については、平成２６年６

月の豪雨で被災した施設の災害復旧経費の増額
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補正をお願いするものでございます。 

 節ごとに御説明いたします。１５ページをお

開きください。 

 款７・土木費、項１・土木管理費、目２・建

築総務費では８３６万６０００円の増額補正を

お願いするもので、節１３・委託料で８３６万

６０００円の予算をもちまして、空き家バンク

の基礎データを得るために、旧町村及び二見地

区の空き家調査と、この情報を関係する市役所

内の部署間で共有するためのシステムの一部の

導入を行うものでございます。なお空き家バン

クとしてインターネット上に公開するデータ

は、これらの情報の一部を、個人データとして

の取り扱いに注意しつつ、当事者の了解を得た

ものに限り公開を予定します。 

 次に、１７ページをお開きください。 

 款１０・災害復旧費、項２・公共土木施設災

害復旧費、目１・道路橋梁施設災害復旧費では

９００万円の増額補正をお願いするもので、節

１５・工事請負費で９００万円の予算をもちま

して、坂本地区の木折・責線６００万円、東陽

地区の新開箱石線３００万円の復旧工事を行う

ものでございます。 

 同じく、目２・河川施設災害復旧費では２０

００万円の増額補正をお願いするもので、節１

５・工事請負費で２０００万円の予算をもちま

して、坂本地区で袈裟堂川ほか１河川の復旧工

事を行うものでございます。 

 次に、お手元にお配りしております資料の説

明をさせていただきます。表紙右肩に黒枠で資

料と記したＡ４版のものでございます。今回補

正対象の事業の概要等を資料といたしまして、

配付させていただいております。 

 以上で、款７・土木費、款１０・災害復旧費

の説明を終わります。御審議よろしくお願いし

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。済みません、空

き家バンク事業の詳細な説明をいただきたいと

いうふうに思うんですけども。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、尾﨑課長補

佐。 

○建築住宅課長補佐（尾﨑行雄君） はい。恐

れ入ります、配付しております資料に沿って説

明させていただきたいと思います。 

 まず、１ページのほうにですね、イメージと

して捉えていただきたいんですが、八代市内の

空き家の所有者の方からの申し出で、家を貸し

たい、売りたいという方の情報をですね、空き

家バンクのほうに登録しまして、八代に住みた

いという移住希望者、定住希望者の方の利用希

望者としての登録をいたしまして、空き家の情

報を提供すると。で、その中で、気に入った物

件でですね、交渉がまとまった場合に契約をし

ていただくんですが、この仲介につきまして

は、宅建取引の資格を持った方に仲介していた

だく関係で、市は一切タッチをしないというこ

とにしております。市のほうが資格を持ちませ

んので、この交渉については、一切関知しない

というふうにしております。 

 ただ、本人たちがですね、直接取引される場

合はその限りではなくて、資格は持ってなくて

も、本人たち同士の交渉は可能というふうにな

っております。 

 次、２ページのほうがですね、利用者側のイ

メージなんですけども、まず、ホームページな

どで空き家情報をですね、知られて、八代の物

件をですね、見たいなと思われた場合に、この

空き家情報が、所有者のですね、個人情報が含

まれております関係上ですね、その情報を提供

するに当たっては、利用者の所在というか、例

えば、住民票だったり、暴力団に加盟してない
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とか、そういった確認をとってですね、あと納

税証明とか、そういうのを添付していただいた

上で、利用者登録をしていただく予定にしてお

ります。 

 その後、詳しいですね、空き家の情報を得ら

れて、なおかつ交渉に入りたいという場合にで

すね、宅建取引業者もしくは市のほうに連絡を

いただいて、それから交渉が始まるというふう

に考えております。 

 ３ページのほうの所有者側のイメージといた

しましては、まず、自分の所有されてる物件で

すね、空き家をですね、貸したいとか売りたい

とかいう場合に、申し出ていただきまして、そ

れの現地調査を、市もしくは今後ですね、関係

団体と交渉しないといけないんですけども、建

物のですね、概略の調査をいたしまして、登録

できる場合には登録しまして、ホームページで

簡易な情報をですね、公開して、移住希望者、

定住希望者を募っていくと、このようなふうに

考えております。 

 ４ページがですね、概略のですね、インター

ネット上に物件を掲載した場合の記事が、この

ような形になるのかなというふうに考えており

ます。 

 ５ページのほうが、その空き家の一覧からで

すね、さらに物件ごとの情報ということで、こ

のような感じでインターネット上に掲載してい

くべきかなというふうに、今のところ考えてお

ります。 

 あと６ページがですね、今回導入予定の庁内

でですね、活用します空き家調査のシステム

の、空き家情報システムということで導入を予

定している分でございます。来年までかけまし

て、一応同時アクセスが６台できるような、関

係各課でですね、６台同時アクセスできるよう

なシステムを考えております。 

 ７ページのほうは、今回と来年度調査のタイ

ムスケジュールを載せております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。何となく概要は

わかりましたけども、８３６万６０００円の予

算を使われるということですけども、恐らく委

託料と施設というのは、ソフトですかね、のシ

ステムの購入経費になると思うんですけど、そ

の内訳を教えていただいていいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、尾﨑建築住

宅課長補佐。 

○建築住宅課長補佐（尾﨑行雄君） 今回ので

すね、空き家の調査に入る分を６４９万８００

０円予定しております。それと、システム導入

のほうを１８６万８０００円予定しておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。調査費用の６０

０万の根拠というのは、どんなふうに出されて

いるんでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、尾﨑課長補

佐。 

○建築住宅課長補佐（尾﨑行雄君） 今回の調

査対象がですね、旧町村の坂本、東陽、泉、千

丁、鏡地区と、あと旧八代市の二見地区を予定

をしておりまして、それらの家屋数から想定し

ております。家の数から想定しております。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。その想定という

のは、どういうふうに積算されとっとですか。

詳しくお聞かせいただければ。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、尾﨑課長補

佐。 

○建築住宅課長補佐（尾﨑行雄君） はい。大

体家屋数が１万５０００戸ほど予定しておりま
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して、そのうちの１割程度の１５００戸ぐらい

が、空き家があるのかなということで、それを

積算の基礎として想定しております。 

○委員長（成松由紀夫君） 大倉委員、よろし

いですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） それ、幾らになっとで

すか、１戸あたりが。計算すっとよかでしょう

けど、済みません、電卓持たぬもんで。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、尾﨑課長補

佐。 

○建築住宅課長補佐（尾﨑行雄君） 大体１戸

当たり３０００円から４０００円程度になると

想定しておりますが。 

○委員長（成松由紀夫君） 大倉委員、どうで

すか。よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。ほかにござ

いませんか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。７ページを見

ると、２６年度と２７年度という２カ年の事業

なんですが、今回は、県の補助金の地域づくり

夢チャレンジ、これを活用するということなん

ですけども、２７年度といったところでは、ど

のように想定されてますか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、尾﨑課長補

佐。 

○建築住宅課長補佐（尾﨑行雄君） はい。来

年度も同様に予定しております。 

○委員長（成松由紀夫君） 幸村委員、よろし

いですか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。その後の２８年

度以降というのは、どういう方向性を持ってい

らっしゃるんでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、尾﨑課長補

佐。 

○建築住宅課長補佐（尾﨑行雄君） ２８年度

からは、もう空き家バンクが実際設置しまし

て、稼働してまいりますので、空き家の情報自

体でございますか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。結局、不動産業

の方々にお任せをするという形になると思うん

ですけど、そこに市はどういうふうな税金を投

入するのか、もしくは投入せずに、その空き家

バンクに登録をされた方々の売買とか、リース

とか、そういったところで益を取って、そこで

運用してもらうような方法となるのか、いろん

なことが考えられるんですけど、そのあたりを

お聞かせいただきたいんですが。 

○委員長（成松由紀夫君） 市のかかわり方に

ついて、尾﨑課長補佐、よろしいですか。尾﨑

課長補佐。 

○建築住宅課長補佐（尾﨑行雄君） 今後です

ね、宅建協会とか、関係団体と協議をですね、

していきまして、決めていきたいと思っており

ます。まだ、そこまで関係団体と協議しており

ませんので、そこのところは、今後検討してい

きたいというふうに考えております。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。もう要望です

が、しっかりですね、こういう事業を出される

前に、そこまで含めたところで検討をしていた

だいてですね、取り組みをしていただきたいと

いうふうに要望しておきます。かなり期待感が

強いと思いますので、はい、よろしくお願いし
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ます。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、ほかにござ

いませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。今後もですね、

空き家というのはふえていくというのは予想さ

れます。でですね、先ほど交渉、契約において

は、職員は宅建の資格がないので、ノータッチ

だというふうな形を、これからとられるという

ふうなことだったですけども、やはり、これか

らもっと空き家バンクが膨れていく状況の中で

ですね、職員もですね、宅建の資格を持つよう

なことも考えていく必要があるんじゃないかな

というふうに思います。異動は、庁舎内であり

ますけども、この点においてはですね、専門職

という形でも、そういう資格を持った方を置く

というのも、これから考えていかなきゃならな

いかなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第７２号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第４号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第７５号・専決処分の報告及びその承認

について（平成２６年度八代市一般会計補正予

算・第３号（関係分）） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、事件議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第７５号・平成２６年度八代市一

般会計補正予算・第３号中、当委員会関係分に

係る専決処分の報告及びその承認についてを議

題とし、説明を求めます。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） 委

員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、中山建設部

総括審議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） は

い。引き続き着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） 議

案書の１ページをお願いいたします。 

 議案７５号です。専決処分の報告及びその承

認についてということで、地方自治法の規定に

より、その専決処分しましたので、その承認を

求めるものでございます。 

 こちらの内容につきましては、５ページをお

願いいたします。 

 こちらは平成２６年度八代市一般会計補正予

算・第３号でございまして、６月の定例議会後

の梅雨時期に発生しました集中豪雨で被災しま

した施設の応急復旧の必要性及び災害復旧事業

での対応への準備の必要性がどうしても出てき

ました。それで７月１日に、緊急に専決処分を

行わせていただいたものです。 

 それでは、補正予算書の７ページをお開きく

ださい。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳出でございま

す。 

 款１０・災害復旧費、項２・公共土木施設災

害復旧費では、補正前の額１０００円に１３２

５万円を増額補正し、１３２５万１０００円と
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いたしております。 

 今回の補正の理由といたしましては、平成２

６年６月の豪雨で被災した施設の災害復旧経費

の増額補正を行ったものでございます。 

 節ごとに御説明いたします。１１ページをお

開きください。 

 款１０・災害復旧費、項２・公共土木施設災

害復旧費、目１・道路橋梁施設災害復旧費では

９３５万円の増額補正を行ったもので、節１１

・需用費で８６５万円の予算をもちまして、市

道１６路線で早急に交通の確保を図るため、崩

れてきた土砂等の撤去を行うとともに、節１３

・委託料で７０万円の予算をもちまして、坂本

地区の木折・責線の災害査定を受けるための測

量設計の委託を行いました。 

 同じく、目２・河川施設災害復旧費では３９

０万円の増額補正を行ったもので、節１１・需

用費で１２０万円の予算をもちまして、河川の

流れを阻害しておりました土砂等の除去等を行

うとともに、節１３・委託料で２７０万円の予

算をもちまして、坂本地区の袈裟堂川ほか１河

川の災害査定を受けるための測量設計の委託を

行いました。 

 以上で、款１０・災害復旧費の説明を終わり

ます。御審議よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ございませんか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 以上で質疑を終了

します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決をいたします。 

 議案第７５号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第３号中、関係分に係る専決処分の

報告及びその承認ついては、承認することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員、よって

本案は承認されました。 

                              

◎議案第７８号・市道路線の廃止について 

 議案第７９号・市道路線の認定について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、議案第７８

号・市道路線の廃止について及び議案第７９号

・市道路線の認定については、関連があります

ので、本２件を一括議題とし、採決について

は、個々に行いたいと思います。 

 それでは、議案第７８号・市道路線の廃止に

ついて及び議案第７９号・市道路線の認定につ

いて、説明を求めます。 

○土木管理課長（鶴山信一君） 委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、鶴山土木管

理課長。 

○土木管理課長（鶴山信一君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり） 

 土木管理課長の鶴山です。よろしくお願いい

たします。座って説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○土木管理課長（鶴山信一君） それでは、議

案第７８号及び議案第７９号につきまして、関

連がございますので、一括して御説明させてい

ただきます。 

 今回御審議をお願いいたします路線は、廃止

路線が２路線及び再認定路線が４路線となって

おります。 

 議案書１７ページ及び１９ページの議案第７

８号、７９号での廃止・認定を行います路線番

号４０６７、植柳新町４号線と、路線番号４０

８９、葭牟田町４号線について御説明いたしま

す。 

 位置図につきましては、廃止路線を１８ペー

ジ、認定路線を２０ページに示しております
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が、こちらに図面を用意しましたので、ごらん

ください。 

 図面の中央部にありますのが南川です。上の

ほうが下流になります。そして、右手のほうが

右岸で、古城町になります。左手のほうが左岸

で、植柳新町１丁目及び葭牟田町になります。

この黄色の路線でございますけれども、この黄

色の路線が南部幹線です。南川のところにあり

ますのが南川橋梁です。 

 今回廃止・認定をお願いします路線は、南川

の左岸にあります植柳新町４号線、これは八の

字橋の西側を起点といたしまして、植柳新町の

分譲地の東側までの路線約７１１.４メートル

と、葭牟田町４号線、これは葭牟田町研修所付

近を起点といたしまして、植柳新町と葭牟田町

の境にあります旧堤防までの区間、延長が６６

４.７メートルでございます。位置につきまし

てはよろしいでしょうか。（｢はい」と呼ぶ者

あり）はい。 

 今回の路線は、南川左岸の植柳新町１丁目と

隣接の葭牟田町の路線です。植柳新町４号線

は、起点が八の字橋、先ほど説明いたしました

けれども、八の字橋西側から終点植柳新町１丁

目分譲地東側までの延長７１１.１メートルで

す。 

 葭牟田町４号線は、起点が葭牟田町研修所近

くから終点植柳新町１丁目との境界までの旧堤

防まで、延長６６４.７メートルです。 

 廃止・認定の提案理由ですが、都市計画道路

南部幹線の工事進捗に伴い、両路線とも東西に

分断されるため、１路線を２路線に分けること

により、起点、終点の位置の変更をすることと

なり、一旦市道路線を廃止して、再認定するも

のです。 

 なお、認定後の路線延長としましては、路線

番号４０６７、植柳新町４号線５８８.６メー

トル、路線番号４１６８、植柳新町２３号線７

３.３メートル、路線番号４０８９、葭牟田町

４号線５８２.５メートル、路線番号４１６

９、葭牟田町１３号線３２.３メートルです。 

 以上で、議案第７８号及び議案第７９号の説

明を終わります。御審議のほど、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ございませんか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 まず、議案第７８号・市道路線の廃止につい

ては、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 次に、議案第７９号・市道路線の認定につい

ては、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 小会いたします。（｢お世話になりました」

と呼ぶ者あり） 

（午前１０時５０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５１分 本会） 

◎議案第８０号・契約の変更について（八代市

公共下水道八代市水処理センターの建設工事委

託） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第８０号・八代市公共下水道八代

市水処理センターの建設工事委託に係る契約の

変更についてを議題とし、説明を求めます。 

○下水道建設課長（楠本研二君） 委員長。 
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○委員長（成松由紀夫君） 楠本下水道建設課

長。 

○下水道建設課長（楠本研二君） はい。おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり） 

 下水道建設課長の楠本です。着座にて説明を

させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○下水道建設課長（楠本研二君） それでは、

議案書の２１ページをお開きください。 

 議案第８０号・契約の変更について御説明い

たします。お手元に資料を配付しております。

ありますでしょうか。 

 今回の提案理由ですが、議会の議決を経た契

約のうち契約金額の１割以上、または２０００

万以上の金額に係る内容の変更については、議

会の議決を得る必要がありますことから、提案

しております。 

 この案件は、平成２５年の６月議会で御承認

いただきました八代市水処理センターの長寿命

化計画に基づく改築工事において、平成２５年

度から２６年度までの２カ年の契約期間とし、

日本下水道事業団と締結しております、協定額

２億４０００万から２４６６万円を増額し、２

億６４６６万円に変更し、清算を行うものでご

ざいます。 

 変更理由としましては、資料の２ページの４

の①をごらんください。このページです。

（｢はい」と呼ぶ者あり）ナンバー１、最初沈

殿池汚泥掻寄機において、当初は原動機と減速

機のみの交換する予定でしたが、工事前の詳細

調査で、機器の全体の荷重を支える主軸部分に

著しい劣化が見つかり、部分的な改修では脱落

の危険があると判断したため、機器全体の更新

となったものです。 

 また、その下の②の単独費対象とする雨量計

と風量計についてですが、平成２６年１月ごろ

から、機器の劣化によるデータ伝達にふぐあい

が発生していることから、早期に交換が必要で

あり、現在発注している監視制御システム改良

と同時施工を行うほうが、コスト縮減及び機器

調整の効率化が図られることから、追加とする

ものです。 

 なお、両機器は、今回の長寿命化計画の対象

施設外となるため、単独費での対応となってい

ます。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。こういう状況に

あるというのが、なぜ建設委員会に説明がなさ

れぬだったんだろうかなあと思うんですけど、

その点はどのようにお考えでしょうか。 

○下水道建設課長（楠本研二君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 楠本下水道建設課

長。 

○下水道建設課長（楠本研二君） この件につ

きましては、ことしの３月議会の繰り越しのと

きに、繰り越し理由の一部として説明を行い、

承認をいただいております。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） だけんですね、その後

の説明がなかったということなんですよね。も

う少し丁寧な仕事のやり方というのがあるんじ

ゃないかなあというふうに思いましたので、も

う意見です。とどめときます。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、ほかにござ

いませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 
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 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） ないですね。なけ

れば、これより採決いたします。 

 議案第８０号・八代市公共下水道八代市水処

理センターの建設工事委託に係る契約の変更に

ついては、可決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。（｢ありがとうござい

ました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第８２号・八代市市営住宅設置管理条例

の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、条例議案の

審査に入ります。 

 議案第８２号・八代市市営住宅設置管理条例

の一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○建築住宅課長（今村一成君） 委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、今村建築住

宅課長。 

○建築住宅課長（今村一成君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 建築住宅課長の今村でございます。よろしく

お願いします。座って説明させていただきま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○建築住宅課長（今村一成君） 今回審議をお

願いしておりますものは、議案第８２号・八代

市市営住宅設置管理条例の一部改正についてで

ございます。議案書は、２７と２８ページでご

ざいます。資料をお配りしておりますが、配付

資料として、議案第８２号と記載しております

２枚とじのものでございます。（｢はい」と呼

ぶ者あり） 

 それでは、資料１ページをごらんください。 

 この条例の第６条は、市営住宅の入居者の資

格を定めたもので、入居できるのは同居親族が

必ずいるということですが、特例としまして、

老人など、特に居住の安定を図る必要のある者

に該当すれば、単身でも入居資格があり、第２

項で定めております。 

 資料２ページをごらんください。 

 この中での５号で、中国残留邦人等として法

律に基づく支援給付を受けている人は該当する

ということを定めております。ここに引用して

おります法律といいますのが、今度名称が変わ

りまして、中国残留邦人等の円滑な帰国の促進

並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配

偶者の自立の支援に関する法律へ改められまし

て、平成２６年１０月１日から施行されます。

これは経過措置も設けられておりまして、取り

扱いに特段の変わりがございません。 

 そこで、本市条例において、この引用する法

律の名称等を改めるもので、これまでと同様に

市営住宅への入居者資格を有する者とするもの

です。 

 なお、施行日は平成２６年１０月１日とする

ものです。 

 以上、御説明を終わります。御審議よろしく

お願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ございませんか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第８２号・八代市市営住宅設置管理条例

の一部改正について、原案のとおり決するに賛
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成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。（｢あり

がとうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎陳情第５号・環境センター施設整備事業に伴

う管工事業への配慮方について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、請願・陳情

の審査に入ります。 

 報告いたします。 

 本委員会に付託されておりました、陳情第２

号・環境センター施設整備事業に伴う管工事の

発注についてにつきましては、議長より取り下

げがあった旨の通知がありましたので、御了承

願います。 

 今回、当委員会に付託となっておりますの

は、陳情１件です。 

 それでは、陳情第５号・環境センター施設整

備事業に伴う管工事業への配慮方についてを議

題とします。 

 要旨は、文書表のとおりでありますが、念の

ため、書記に朗読いたさせます。 

○書記（松本和美君） （書記、朗読） 

○委員長（成松由紀夫君） 本陳情について質

疑、御意見等はございませんか。ございません

か。 

 小会します。 

（午前１１時０２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０３分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 ほかに質疑、御意見等はございませんか。 

○委員（山本幸廣君） よろしいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） この陳情第５号につい

てでありますけども、とても内容的にもです

ね、要旨についてもですね、地元専門業者には

死活問題となると、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○委員（山本幸廣君） 地域経済の活性化とい

う見地からですね、入札参加資格条件のという

ことで、業者の指名に配慮方お願いしたいとい

うことでありますので、配慮したいと、私は思

いますが、いかがか、委員の方々の御意見を聞

かせていただきたいと思うんですが、委員長、

お諮りください。よろしくお願い申し上げま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、それでは、

今、採択の方向で御意見が出てると思います

が、それでお諮りしてよろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

 それでは、採決をいたします。 

 陳情第５号・環境センター施設整備事業に伴

う管工事業への配慮方については、採択と決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は採択とすることに決しました。 

 ただいま採択と決しました陳情１件について

は、これを市長に送付の上、その処理の経過並

びに結果について報告を求めることにいたした

いが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 
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 小会いたします。 

（午前１１時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０７分 本会） 

◎所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、都市計画・建設

工事に関する諸問題の調査、生活環境に関する

諸問題の調査、以上の２件です。 

                              

・生活環境に関する諸問題の調査（八代市環境

基本計画中間見直しについて） 

○委員長（成松由紀夫君） このうち、生活環

境に関する諸問題の調査に関連して２件、執行

部から発言の申し出があっておりますので、こ

れを許します。 

 それでは、まず、八代市環境基本計画の中間

見直しについて、執行部から発言の申し出があ

っておりますので、これを許します。 

○環境部長（本村秀一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 本村環境部長。 

○環境部長（本村秀一君） 本件の所管事務調

査につきましては、２件、案件につきまして御

報告をさせていただきます。 

 まず、１件目でございますが、八代市環境基

本計画の中間見直しについてでございます。 

 本件につきましては、平成２１年度策定の環

境分野のマスタープランでございます、八代市

環境基本計画の見直し案について、計画を正式

に決定する前に、あらかじめ委員の皆様に御報

告するものでございます。 

 内容につきましては、担当課長から説明いた

させますので、よろしくお願いいたします。 

○環境課長（宮田 径君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 宮田環境課長。 

○環境課長（宮田 径君） はい、環境課長の

宮田です。 

 それでは、八代市環境基本計画の中間見直し

につきまして御報告をさせていただきます。済

みませんけども、座って説明をさせていただき

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○環境課長（宮田 径君） お配りしておりま

す資料の中のＡ４版の資料、資料１ですね、八

代市環境基本計画の中間見直しについて、この

レジュメに沿いまして御説明をしたいと思いま

す。 

 まず、八代市環境基本計画の概要についてで

ございますけども、本計画は、八代市環境基本

条例の基本理念に基づきまして、市の望ましい

地域環境の姿を明らかにし、これを実現するた

めの方針、そして、取り組んでいくべき具体的

事項、配慮すべき事項などを定めたものでござ

います。 

 策定は、平成２１年の２月でございまして、

計画期間は平成２１年度から平成３０年度まで

の１０年間、おおむね５年をめどに計画内容の

見直しを行うことといたしておりますことか

ら、５年目に入る昨年度より見直しに着手して

いるところでございます。 

 そこで、この現行の八代市環境基本計画につ

きまして、その概要を少し説明させていただき

たいと思います。お配りしております資料２の

八代市環境基本計画、１枚物ですけども、資料

２をごらんいただきたいと思います。 

 平成２１年に策定いたしましたこの計画は、

平成１７年の市町村合併によって市域が広がり

ましたことから、本市が九州山地の山々から八

代海に至るまで、さらに多様で豊かな自然を有

する地域となったことを踏まえまして、この恵

まれた環境を、次の世代に引き継ぐために、市

民、市民団体、事業者、そして行政との協働に
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よりつくられた計画でございます。 

 将来的な市の環境像といたしまして、左側に

書いてございますけども、人と自然が調和する

まちを掲げまして、まず１番目に、ひとが環境

を育み、環境がひとを育むまちを初めといたし

まして、ごらんの５つの環境目標を設定いたし

ております。そして、そのそれぞれの環境目標

に、より具体的な施策の方向性を定めていると

ころでございます。 

 例えば、環境目標１番目のひとが環境を育

み、環境がひとを育むまちでは、学校や地域で

の環境学習や環境保全活動の推進、そして、環

境行動の場を広げるためのパートナーシップ・

ネットワークの構築などをうたっております。 

 次に、２番目の自然の豊かさと多様さを実感

できるまち、こちらでは、生物の生息環境の保

全や自然と触れ合う場と活動の充実などを掲げ

ているほか、以降、それぞれの環境目標ごとに

環境汚染の監視、抑制や地下水の保全、リサイ

クルの推進、新エネルギーの普及などの施策を

掲げているものでございます。 

 また、重点プロジェクトといたしまして、裏

面をごらんいただきたいと思います。資料２の

裏面でございます。 

 計画の中で優先的、重点的に取り組んでいく

事項といたしまして、次の３つの重点プロジェ

クトが設定されております。 

 まず１番目に、環境意識の高いひとづくりプ

ロジェクトといたしまして、環境パートナーシ

ップ会議の設立や環境教育アドバイザーの育成

・活用、そして、出前講座などによる環境しつ

け教育モデル事業を、主な取り組み内容として

掲げております。 

 ２番目に、持続可能なまちづくりプロジェク

トといたしまして、地球温暖化対策の推進、生

ごみの減量化、資源化、そして喫緊の課題とな

っております環境センターの整備などを掲げて

おります。 

 ３番目に、豊かな資源を未来へつなぐプロジ

ェクトといたしまして、未来に残したい自然環

境の選定や水資源の保全などを掲げているもの

でございます。 

 以上が、現行の計画の概要でございますけど

も、再び資料１のレジュメのほうに戻りまし

て、２項目め、中間見直しの方法についてでご

ざいますけども、見直し作業は庁内の検討機関

でございます環境行政推進委員会、これは副市

長を委員長といたしました各部長等で構成され

るものでございますけども、この環境行政推進

委員会、それと、先ほど現行計画の説明でも申

し上げました環境パートナーシップ会議、これ

は市民、市民団体、事業者の１３名で構成され

る、この環境基本計画によって設立された組織

でございますけども、この行政及び市民の２つ

の組織によって見直し作業を行ってまいりまし

た。 

 なお、環境行政推進委員会の見直し作業につ

きましては、その下部組織であります職員環境

研究会、これは庁内の９部１４課の係長クラス

の会議でございますけども、この職員環境研究

会で事前に協議、検討を行っておりまして、環

境パートナーシップ会議で４回、職員環境研究

会でも４回の会議を経まして、素案の作成を行

ってきたところでございます。 

 今後、学識経験者、有識者など１０名から成

ります環境審議会への諮問とパブリックコメン

トを行いまして、正式な計画改定を行いたいと

考えておりますけども、このたび、その素案が

完成いたしましたことから、この建設環境委員

会におきまして御報告をさせていただくもので

ございます。 

 次に、見直しの対象でございますけども、今

回の見直しは５年目の中間見直しでございます

ので、１０年の計画期間がございます八代市環

境基本計画の基本的な理念、それと環境目標、

施策の方向性など、主要な項目については大幅
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な変更は行わず、主に第４章の具体的な取り組

みについて、時間の経過とともに変化しており

ます社会の現状に合った見直しを行うこととい

たしております。 

 この第４章具体的な取り組みは、市民の事業

者が取り組むべきこと、また、市が取り組むべ

きことを掲げた章でございまして、基本計画が

定める望ましい地域環境の実現のために、具体

的な行動内容を示した大事な部分でございます

ので、この内容を現状に合った形とすること

を、今回の中間見直しの目的といたしておりま

す。 

 続いて、３項目め、主な見直し事項でござい

ますけども、大きく、次の項目で追記、変更を

行っております。 

 まず、九州新幹線の騒音・振動問題、これは

平成２４年３月のダイヤ改正以降、新幹線のス

ピードアップが図られましたことから、沿線住

民の騒音・振動被害を訴える声が高まったもの

でございます。 

 次に、ＰＭ２.５につきましては、中国での

深刻な大気汚染の状況が伝えられるにつれまし

て、我が国におきましても、平成２５年の初め

ごろから、ＰＭ２.５による大気汚染に対する

国民の関心が大きくなったものでございます。 

 次に、ごみ非常事態宣言は、清掃センターの

老朽化によります処理能力の低下によりまし

て、平成２２年７月、市民に対してごみ減量化

の呼びかけを行いましたことは、御承知のとお

りでございます。 

 これらの案件は、いずれも平成２１年の環境

基本計画策定時にはなかった問題でございまし

て、今回の見直し素案では、主にこれらの課題

につきまして追記、変更を行っております。ま

た、あわせて各資料のデータ等も最新の数字に

書きかえております。 

 それでは、見直しの内容につきまして、少し

具体的に説明をさせていただきたいと思いま

す。お配りしております資料３、資料３の横書

きの新旧対照表をごらんいただきたいと思いま

す。 

 まず、資料３の１ページ目でございますけど

も、ここは第１章の基本的事項の冒頭部分でご

ざいまして、計画当初の策定の背景としていた

部分について、今回の見直しに伴い、改定の背

景ということで、策定を改定に変更いたしまし

て、東日本大震災による原発事故とエネルギー

政策の転換、それとＰＭ２.５、そして八代市

のごみ問題などの記述を加えまして、社会情勢

の変化等を踏まえ、見直しを行うことを述べて

おります。 

 次、資料３の３ページをお願いいたします。 

 ３ページからが、第４章の部分でございまし

て、この表の左から２番目の欄に、基本計画素

案本体のページ番号、ページ５６、５７、５８

と書いてありますけども、このページ番号を記

載しておりますので、このページ番号に沿いま

して、主な部分を幾つか御説明したいと思いま

す。 

 まず、５８ページでは、市民・市の取り組み

におきまして、近年地球温暖化対策の取り組み

として全国的にも展開されておりますライトダ

ウンについて、新たに記述を加えております。 

 次に、資料３の４ページをお願いいたしま

す。 

 ４ページ部分では、この６０ページのとこ

ろ、環境パートナーシップにつきまして、当初

の計画では発足させるとなっており、その後平

成２３年に発足を果たしておりますので、見直

し案では、この環境パートナーシップ会議を中

心に環境保全に関する市のネットワークづくり

を行うという表現にいたしております。 

 また、６６ページの部分では、環境保全型農

業の周知、森林ボランティア、間伐材利用の促

進、エコファーマーの認定等を加えておりま

す。 
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 次に、資料３の５ページをお願いいたしま

す。 

 まず、５ページの６７ページのところでは、

木質バイオマスボイラーの導入、続く６８、６

９ページでは、ＰＭ２.５に対する対応等につ

いて、そして九州新幹線の騒音・振動について

は、市が主体的に状況把握に努める旨の記述を

加えております。 

 次に、資料３の６ページをお願いいたしま

す。 

 ６ページ、ここでは７６ページの部分で、リ

サイクルの推進といたしまして、資源の日日曜

版の継続実施を明記しているほか、７７ページ

では、新しいごみ処理施設、八代市環境センタ

ーについて、平成３０年度の供用開始を前提

に、平成２９年度中の完成を目指すといたして

おります。 

 また、８０ページでは、市民の取り組みとい

たしまして、太陽光発電や省エネ家電、ＬＥＤ

電灯など、市民の生活への環境に優しい製品の

導入をうたっております。 

 次に、資料３の７ページをお願いいたしま

す。 

 この８１ページでは、八代市環境センターに

つきまして、熱エネルギーを有効利用する施設

ということを記述しておりますほか、新エネル

ギーという表現を、現在一般的に使用されてお

ります再生可能エネルギーという言葉に改めて

おります。 

 次に、資料３の８ページをお願いいたしま

す。 

 ここからは重点プロジェクトの部分でござい

ますが、まず８６ページでは、先ほど御説明申

し上げました環境パートナーシップにつきまし

て、この係る表現に同様の修正を行っておりま

すほか、８７ページでは、リサイクル推進協力

店、当初の計画では創設となっておりました

が、この制度も既に創設されておりますので、

普及という表現に改めております。 

 最後に、資料３の９ページをお願いいたしま

す。 

 ここも８７ページの続きでございますけど

も、生ごみの減量化・資源化の促進といたしま

して、清掃センターの老朽化に伴い、ごみ非常

事態宣言が出されたこと、燃えるごみ減量化の

ために生ごみ堆肥化に取り組んでいくこと、ま

た、八代市環境センターにおいては、熱エネル

ギーを有効利用し、さらに資源の循環を促進す

ることなどを記述しております。 

 以上が、今回見直しを行った主な項目でござ

います。 

 それでは、再び資料１のほうに戻りまして、

裏面のですね、４項目め、環境基本計画見直し

に係るこれまでの取り組みのところには、昨年

度より取り組んでまいりました見直し作業につ

きまして、アンケートの実施や環境パートナー

シップ会議、そして職員環境研究会の開催状況

を記載しております。 

 最後に、５項目め、今後のスケジュールでご

ざいますけども、こちらは、見直しの方法のと

ころでも御説明いたしましたとおり、これから

八代市環境審議会へ諮問を行いますとともに、

市民に対してパブリックコメントを実施いたし

まして、今年度末までには政策決定、そして公

表と、行う予定といたしております。 

 以上、八代市環境基本計画の中間見直しにつ

いて御報告をさせていただきます。 

 レジュメと新旧対照表を中心に御説明いたし

ましたけども、計画見直しの素案本体も、一応

コピーということでお配りしておりますので、

お時間があられるときにでも、目を通していた

だければと思います。よろしくお願い申し上げ

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何

か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 
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○委員長（成松由紀夫君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） 中間の見直しという

ことで、印象的なものになってしまうんですけ

れども、確かに、現実に即したということであ

れば、現実に即したようなですね、改定が行わ

れていくと思うんですけども、一部、やっぱり

後退したかなと思われるような項目もありま

す。そのあたりについての認識がおありになる

かどうかということをお尋ねしたいんですが。 

○委員長（成松由紀夫君） 誰が答えますか。 

○環境課長（宮田 径君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 宮田課長。 

○環境課長（宮田 径君） はい。今、御指摘

の点ですけども、例えば、当初のこの基本計画

におきましては、バイオマス構想というのがご

ざいまして、有機性廃棄物を一括して処理する

施設を検討していくという表現もございました

けども、これにつきましてはですね、現在生ご

みの減量化につきましては、段ボール堆肥化、

電気式生ごみ処理機の普及あたりを啓発する形

で進められておりますところですけども、折か

らの清掃センターの老朽化によるごみ非常事態

宣言や新しいごみ施設の建設の必要性あたりが

出てきたということで、緊急性の極めて高い事

業案件が課題となってきたことから、これを最

優先事項といたしましてですね、新たなバイオ

マス施設の整備については、事実上断念となっ

た経緯がございます。 

 こういったところで、今回の見直しは、そう

いった具体的な記述、バイオマスコンポストに

つきましてはなくなっているところでございま

すけども、今後の課題として、また検討させて

いただければと思っております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、ほかにござ

いませんか。 

○委員（山本幸廣君） 委員長、よろしいです

か。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 意見としてですね、後

で委員長が意見、求められると思うんですけど

も、その前に、宮田課長、担当の職員の方々

に、今回の計画の見直し、大変御苦労さんでし

た。（環境課長宮田 径君「ありがとうござい

ます」と呼ぶ） 

 率直な意見でありますけども、やはり、委員

会の声、そしてまた市民の声というのをです

ね、しっかり反映の中でですね、今回の政策決

定に向けてですね、計画の見直しをされた。内

容等に、かいつまんで説明あったんですけど、

本当に現実味のある計画見直しだということで

評価をいたします。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 以上で、八代市環

境基本計画の中間見直しについてを終了しま

す。 

                              

・生活環境に関する諸問題の調査（ごみ非常事

態宣言後の状況について） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、ごみ非常事

態宣言後の状況についてをお願いいたします。 

 はい、本村環境部長。 

○環境部長（本村秀一君） はい。ごみ非常事

態宣言後の状況についてでございますが、平成

２５年度の結果につきましては、さきの８月１

９日の臨時の建設環境委員会で御報告をさせて

いただきましたが、本日は、平成２６年度の４

月から７月までの一般廃棄物の搬入量及び収集

料、委託料などの変化について御報告をさせて

いただきます。 

 内容につきましては、担当課長から説明させ
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ますので、よろしくお願いいたします。 

○ごみ対策課長（小橋孝男君） 委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、小橋ごみ対

策課長。 

○ごみ対策課長（小橋孝男君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり） 

 ごみ対策課長の小橋です。座って説明いたし

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○ごみ対策課長（小橋孝男君） それでは、た

だいま部長からもございましたが、今回のごみ

非常事態宣言後のごみ収集及び処理の状況に関

しましては、前回８月に御説明しました内容と

重複する部分が多いですが、今回は月ごとの変

化を中心に御説明を申し上げます。 

 まず、資料の御確認をいたします。表紙を除

きまして、６枚資料をつけております。平成２

６年度の４月から７月までの月別の資料が４

枚、別紙で、後ろのほうに可燃と資源のそれぞ

れ過去４年間の月ごとのグラフを２枚添付して

おります。全部で６枚でございます。 

 資料の御説明に入る前に、全体の傾向につい

て御説明いたします。最初に、資料の後ろのほ

うに添付しております２枚のグラフをごらんく

ださい。 

 まず、１枚目が可燃ごみの収集量、２枚目が

資源物の収集量ですが、最初に資料の２、平成

２５年度までのごみ収集量につきましては、前

回の委員会で報告しましたとおり、可燃ごみは

減少傾向にございます。１人１日当たりのごみ

排出量でも継続した減量となっております。 

 一方、２枚目の資源物ですが、住民自治活動

により有価で取引できるものについての町内で

の利活用が進みまして、全体搬入量は、平成２

５年度においては、前年度より減少となってお

ります。緩やかなカーブで下がっております。 

 また、今回平成２６年度分の４月から７月ま

でのごみ収集量や搬入量につきまして報告する

ものですが、４カ月間の推移としまして、可燃

ごみについては搬入量も、１人１日当たりの排

出量も、引き続き減少しております。 

 資源物につきましては、平成２１年度の当時

の搬入量に比べますと、同月比でふえておりま

すが、直近１年間の比較とともに減少してきて

おります。 

 次に、施設の管理状況ですが、前回も御報告

しましたが、１日当たり８５トンの焼却量を維

持しております。外部委託につきましても、４

月から５月についてはゼロ、６月から７月につ

きましては３８８トンを搬出しております。 

 以上、総括して申し上げましたが、お手元の

４月から７月のデータにつきましては、本日は

直近データの７月分について御説明をさせてい

ただきます。資料４枚目になります。 

 まず１段目、収集・搬入実績でございます

が、可燃物について、単月比較で、平成２１年

度が１６２１トン、平成２６年度で１５６０ト

ン、６１トンの減量です。最近１年間では１４

４８トンの減量、１人１日当たりの排出量です

が、２１年度に比べまして９.９グラム減量し

ております。直近の１年間でも２９.５グラム

減っております。 

 次に、一般許可業者の搬入量ですが、２１年

度と２６年度を比べまして８７トンの減量、直

近１年間でも５７０トンの減量でございます。

１日当たりの排出量としましては、２１年度と

２６年度を比べまして２２.４グラム、直近１

年間で約９.８グラムの減量でございます。 

 次に、収集・搬入の中での資源物ですが、八

代坂本地域の収集量です。２１年度と２６年度

を比べまして１２トンの増量、それから、直近

では１４５トンの増量です。直近１年間です。

１人１日当たりの排出量は２１年度と２６年度

で４.９グラムの増量、直近１年間でも４.８グ

ラムの増量でございます。 
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 続きまして、一般許可業者の搬入量ですが、

２１年度と２６年度を比べますと７トンの減

量、それから、直近１年間では１８トンの増量

です。それから１日当たりの排出量ですが、同

じく０.４グラムの減量、直近１年間では、逆

に１.９グラムの増量となっております。 

 ２段目の処理実績につきましては、先ほども

申しましたが、１号炉が４２トン、２号炉４３

トン、合わせて８５トンを処理しております。 

 それから、外部委託処理につきましては、今

年度７月までに搬出した可燃物の量は、今年度

１７００トンを予定しておりますが、その量の

約２２.８％に当たります３８８トンを搬出し

ております。 

 最後に、一番下段ですが、資源の日日曜日版

につきましては、７月末までに延べ人数１９５

１名が来場され、４９トンの回収をさせていた

だいております。 

 以上で、報告を終わります。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何

か質疑、御意見等はございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上

で、ごみ非常事態宣言後の状況についてを終了

します。 

 その他、当委員会の所管事務調査について、

何かありませんか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。前回の委員会

で、空き家問題の解消に向けた意見書を提出し

てはどうかという提案をさせていただきまし

た。 

 そこで本日、その意見書案をですね、お配り

しておりますので、これについて御検討をお願

いしたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、ただい

ま幸村委員より提案のありました、空き家問題

の解消に向けた対策に関する意見書の議員発議

について、御意見等はございませんか。 

 何か、今、この意見書の案が、お手元にある

と思いますが、御意見等はございませんか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。私は、この内容

でいいんじゃないかなというふうに思っており

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、ほかにござ

いませんか。 

○委員（山本幸廣君） はい、私もよろしいと

思います。内容をしっかり精査した中で、もう

何日か前に、この意見書案を見たんですけど

も、私はこれに賛同したいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 小会します。 

（午前１１時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３５分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、本会に

戻します。 

 お諮りいたします。 

 本件の趣旨に賛同の上、議員発議したいと思

いますが、これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、そのよ

うにいたします。 

 案文につきましては、事務局と調整すること

とし、後日発議の手続をとらせていただきま

す。 

 なお、趣旨弁明はどなたにお願いいたしまし

ょうか。（委員山本幸廣君｢成松委員長、よろ

しくお願いいたします」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） はい、それではそ

のようにいたします。 

 ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 
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○委員（大倉裕一君） できましたら、小会の

ほうにお願いしたいと思いますが。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、小会いたし

ます。 

（午前１１時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４６分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、本会に

戻します。 

 以上で、所管事務調査２件についての調査を

終了いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、閉会中の継

続審査及び調査の件についてお諮りいたしま

す。 

 所管事務調査２件については、なお調査を要

すると思いますので、引き続き閉会中の継続調

査の申し出をいたしたいと思いますが、これに

御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、本委員会の

派遣承認要求の件についてお諮りいたします。 

 本委員会は、平成２６年１０月１４日から１

６日までの３日間、都市計画・建設工事に関す

る諸問題の調査、生活環境に関する諸問題の調

査のため、行政視察に参ることとし、視察先及

び視察内容については、委員長に御一任いただ

き、決まり次第、議長宛て派遣承認要求の手続

をとらせていただきたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもちまして、建設環境委員会を散会い

たします。 

（午前１１時４７分 閉会） 
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